
松
浦
川
の
河
口
に
そ
び
え
る
唐
津
城
は
、
初

代
唐
津
藩
主
寺
沢

て
ら
さ
わ

広
高

ひ
ろ
た
か

が
、
慶
長
七
年
（
一
六

〇
二
）
か
ら
築
城
し
十
五
年
に
完
成
さ
せ
た
城

で
す
。
現
在
の
天
守
閣
は
昭
和
四
十
一
年
（
一

九
六
六
）
に
復
元
さ
れ
、
内
部
は
郷
土
資
料
館

と
し
て
、
藩
政
時
代
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
本
丸
の
周
辺
は
、
舞
鶴
公
園
と
し

て
市
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

唐
津
は
古
く
か
ら
大
陸
文
化
と
の
交
流
地
点

で
し
た
。『
魏
志

ぎ

し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

』
に
み
え
る
「
末ま

つ

盧ら
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国こ
く

」
と
い
う
の
は
、
市
東
部
の
鏡
山
付
近
で
、
こ
こ
に
は
古
来
大
陸
と
の
交
流
に
よ
り
繁
栄
し
た

ク
ニ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
中
国
の
王
朝
に
も
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
市
街
地
西
部

に
は
、
日
本
の
稲
作
発
祥
の
地
と
し
て
有
名
な
「
菜な

畑ば
た
け

遺
跡
」
が
あ
り
ま
す
。

唐
津
の
近
松

き
ん
し
ょ
う
寺じ

に
は
近
松
の
お
墓
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

近
松
は
、
長
門
国
（
山
口
県
）
深
川
の
生
ま
れ
で
、
少
年
の
頃
、
近
松
寺
の
第
四
世
住
職
に

連
れ
ら
れ
て
唐
津
に
来
て
、
寺
小
姓
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
京
に
上
っ
て
一
条
家
に
仕
え
、
一
条
家
を
辞
し
た
後
、
浄

瑠
璃
作
家
と
し
て
世
に
出
ま
し
た
。
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）

十
一
月
二
十
三
日
に
死
去
、
遺
言
に
よ
り
、
近
松
寺
に
お
墓

が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
近
松
門
左
衛
門
と
い

う
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
近
松
寺
に
学
ん
だ
こ
と
か
ら
近

松
と
称
し
、
寺
の
修
学
少
年
を
「
さ
も
ん
」
と
呼
ぶ
こ
と
か

ら
、
名
を
門
左
衛
門
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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近
松
寺
は
、
瑞
鳳
山

ず
い
お
う
ざ
ん

と
号
す
る
臨
済
宗
の
寺
院
で
、
創
建
は
乾
元

け
ん
げ
ん

元
年
（
一
三
〇
二
）
で
す
。

そ
の
後
一
時
中
絶
し
ま
す
が
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
領
主
に
よ
り
現
在
地
に
再
建
さ
れ
た

も
の
で
、
寺
地
は
唐
津
城
下
西
側
の
西
寺
町
の
一
角
を
占
め
て
い
ま
す
。
山
門
は
慶
長
四
年
の
再

建
時
に
名
護
屋
城
の
一
の
門
を
移
築
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

境
内
に
は
、
近
松
の
遺い

髪
塚

は
つ
づ
か

を
は
じ
め
、
と
ん
ち
で
有
名
な
曽
呂
利

そ

ろ

り

新し
ん

左
衛

ざ

え

門も
ん

が
造
っ
た
と
さ

れ
る
庭
園
「
舞
鶴
園
」、
織お

り

部べ

灯
籠

と
う
ろ
う

（
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
）、
茶
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
小

笠
原
記
念
館
」
に
は
、
幕
末
に
藩
主
を
務
め
た
小
笠
原
家
の
家
宝
や
、
郷
土
の
先
覚
者
の
資
料
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

唐
津
の
伝
統
文
化
で
は
、「
唐
津
焼
」「
唐
津
く
ん
ち
」
が
有
名
で
す
。
日
本
三
大
陶
器
の
一
つ

唐
津
焼
は
、
素
朴
な
土
の
味
わ
い
が
魅
力
で
、
砂
目
の
ざ
ん
ぐ
り
と
し
た
土
味
の
中
に
、
わ
び
さ

び
の
美
が
生
き
て
い
ま
す
。
毎
年
十
一
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
、
唐
津
の
街
は
唐
津
く
ん
ち
一
色

に
染
ま
り
ま
す
。
曳
山
行
事
は
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）、
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
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